
ご契約頂いている皆様へ 2008年9月吉日

ＧＩＣ通信 ９月号ＧＩＣ通信 ９月号
日頃よりお引き立てを賜り誠にありがとうございます。
ＧＩＣ通信９月号をお送りさせて頂きます！

生活に潜む様々なリスク Ｖｏｌ.6

ＧＩＣコンサルティングからお知らせ

ＧＩＣ Ｊａｐａｎからお知らせ

日本最初の運動会は、明治11年に開催され
た札幌農学校（現：北海道大学）。100ｍ走や
走り幅跳びなどの競技が行われたそうです。

オリンピックも終わり、涼しくなったこの季節、
日頃の運動不足解消に一汗かくのも
いいのでは・・・？ ！

＊＊おもしろ雑学＊＊

自動車事故における重大災害を、
事故例を元にご説明します。
（詳しくは別紙②をご覧下さい）

8月8日、札幌美容協同組合主催の浴衣フェスタ2008にて、

【青汁スーパー元気100】の出店で大盛況 ！ ！ 焼酎で割った、

【元気割】も大変人気でした ！ そして、弊社を代表して浴衣

コンテストに出場した、 鶴田麻希が見事４位に入賞★

毎日、元気100を飲んでいる成果 ！ ？

ＢＥ ＷＡＹ 札幌美容協同組合主催 ゆかたフェスタ２００８

ご契約時にお渡し（※）している、重要事項説明
書には、必ずご理解頂きたい大切な情報が
記載されています。

● 保険金の支払われない場合
● 告知義務・通知義務 ・・・等

必ずご一読頂き、不明な点がございましたら、
弊社までお気軽にお電話下さいませ。

（※）お電話でご継続頂いたお客様は、後日郵送する申込書控に同封しております。

ご契約者の皆様へご契約者の皆様へ
重要なお知らせ重要なお知らせ

元気１００出店元気１００出店 ＆＆ 浴衣コンテスト入賞★浴衣コンテスト入賞★ ＧＩＣ Ｊａｐａｎの商品に
付いてくるポイントシールを
集めると・・・【アズユーライク】
のカタログに掲載されている
総数650点の中からお好きな
商品をもれなくプレゼント ！ ！

詳しくはＧＩＣ Ｊａｐａｎまで・・・

0120－12－5885

集めて楽しい、選べてうれしい。

ポイントシールDE  
プレゼント！



大型ダンプが幅４メートルの下り道路を走行中、前方より
乗用車が接近してきたため、ブレーキをかけて減速したが、
乗用車が減速せず 直進したため、正面衝突。

Ｖｏｌ.6

＊お問合せや、万一の事故のご連絡はこちら＊

0120-08-1２３9（月～金 8：30～20：00）

事故概要

別紙②

２００8年4月某日、実際に発生した自動車事故における重大災害をご説明します。

≪ケガの状況≫

Ｚ 社・・・・・全身打撲、頚椎捻挫 全治１ヶ月

Ｂさん・・・・両足粉砕骨折、肋骨骨折 全治６ヶ月

≪事故車両≫

Ｚ 社 ・・・・・大型ダンプ

Ｂ さん・・・・普通乗用車：カローラ

×

Ｚ 社

Bさん

≪図≫

過失割合が50：50なので、相手からの支払額は 車両時価額の半分 しか補償されません。

差額は全て自己負担となることから、過失割合と車両保険は非常に重要なことがわかります。

また、Z社は営業用車両なので、休車損害が発生しますが、これもまた過失割合にかなり左右
されます。自身の過失が６～７割以上だと、請求自体が難しいのが一般的です。

Z社は、『事故がなければ、まだまだ使用可能だったのに、購入するにも保険の支払範囲

では足りない・・・車両保険に入っておけば良かった・・・・』 もっともなご意見です。

結果的に双方とも車両は修理できず、Ｚ社は営業補償（休車損害）もされずお手上げです。

しかし ！ ！ 車両保険が付いていると車両の修理は過失に関係なく補償されます。
保険料が高いから・・・と言って車両保険に未加入だと、万一の事故で、結局それ以上にお金が
かかってしまった・・・なんてならないよう、しっかりとリスク対策をしていきましょう。

【Ｚ社の車両損害】

見解 ～過失相殺と車両評価額との葛藤～

①車両保険

②修理見積

③時価額

④相手からの支払

なし

180万円

100万円

50万円

④相手からの支払

50万円

【Ｂさんの車両損害】

①車両保険

②修理見積

③時価額

④相手からの支払

なし

100万円

40万円

20万円

④相手からの支払

20万円

①＋②－④自己負担額

80万円

この事故の過失割合は・・・50：50

①＋②－④自己負担額

130万円



株式会社ＧＩＣコンサルティング株式会社ＧＩＣコンサルティング
～おかげ様で30周年目～ 〒064-0953 札幌市中央区宮の森3条11丁目1番34号

ＴＥＬ：0120-08-1239 ／ FAX：0120-08-1899

編集責任者：佐々木 めぐみ

パソコンアレルギー的な存在の私が、平成18年7月にＧＩＣに
入社してから、パソコンの刺激を毎日受けるようになりました。ワードや
エクセルなどの基礎を習い始めて数ヶ月経った頃、以前より関心を
持っていた水彩画をパソコンで出来ることを知り、作成したものであります。

この２枚の絵は、近頃描いたものの中で私なりに満足しておるもので、
掲載させて頂きました。

特別企画別紙③

（ＧＩＣグループ 経営特別顧問 （大正14年生まれ））


